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見沼たんぼくらぶのイベント 

 斜面林の体験学習 

 12 月 11 日（日）10 時より大和田緑地公園において本事業が晴天の中で実施されました。これは毎年 12

月に見沼たんぼくらぶからの受託事業として、ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレンドとさいたま市みどり愛護

会大和田支部の有志との共同により実施しています。以前には、子供達を含め多くの参加者が参加されたこと

もありますが、今回はコロナ禍の影響あり 11 名の参加に留まりました。 

この緑地公園は「特別緑地保全地区」に指定されています。この指定

は｢都市緑地法｣により、都市計画地内において樹林地、草地、水辺ちな

どの地区が単独もしくは、周囲と一体となって、良好な自然環境を形成

しているもので、無秩序な市街化の防止や、公害又は災害の防止となる

もの、伝統的・文化的意義を有するもの、風致景観が優れているもの、

動植物の生育地等となるもののいずれかに該当する緑地がその指定の対

象となるものです。この法律の規定に基づき「大和田緑地公園」は平成

18年（2006年）に指定をされます。さいたま市ではこの「特別緑地保全

地区」の指定第 1 号となっています。 

 本体験学習の開催に当たり、三上当会会長の開会挨拶があり、引き続き、この緑地公園の落葉掻きを主体と

した今回の体験学習の実施説明の後、多目的広場での作業を開始しました（作業中の写真は三上会長の作品で

す）。斜面林での落葉搔き作業の主な落葉の対象樹種はエノキ・クヌギ・コナラ・シデなどの所謂「雑木」と言

われる落葉広葉樹が主な対象です。樹木の枝には褐色又は黄色の枯れ葉がまだかなり残っている状態でした。

落葉搔きは、林床に適度な落葉の層を残して置くことが必要です。というのは、林床にある休眠中の種子や樹

木の根を冬季の低温と乾燥から守る働きを林床の落葉の層は保持してからであり、適度の落葉の層の保全は充

分に配慮する必要があります。 

こうした毎年の努力は、この緑地公園をボランティアで管理している「さいたま市みどり愛護会」の会員の

方々の真摯な努力と相まって、林床に生える絶滅危惧種や希少種などの草本種は翌春になり、タチツボスミレ、

ホウチャクソウ・アマドコロ・ジュウニヒトエなどの様々な林床に生育する野草達の可憐なお花畑を出現させ

ています。また、この公園の一角には金網に周囲を囲まれているところがあり、そこにはキンラン・ギンラン・

ワニグチソウ等の絶滅危惧種が保護されています。 

 斜面地にある雑木林の管理に関して「落葉搔き」は、それらの管理活動の 1 部を占めています。それ以外に

は下草刈り、間伐、枯れ枝・倒木の処理、立木への樹種名の表示・伐採樹の処理、林内の散策路の整備などが

ありますが、中には刃物などの用具を使用する事も多く経験を要します。また、風水害や病虫害などに対応す

ることもあります。また、本作業は 12 月と冬季での実施となりますが、落葉を対象とするための事業であり

避けることはできません。このような体験学習は、誰にでも参加できる事業から始めてその楽しみを知り、斜

面林に対する親しみが増加させるとともに、斜面林が持つ緑の重要性に着目して頂けるための一助になればと

思います。熊手により落葉を掻き寄せて山を作り、その落葉の山から運搬用の布製バッグに詰め込み、それを

最寄りの積込み場所の孟宗竹で造られた柵内へと運搬し、運ばれた落葉を柵内に均等になるように踏込みます。

ここではやがて腐葉土が出来上がります。作業を終了させて解散となりましたのは 11 時 30 分頃でした。参加

の皆様お疲れ様でした。（若野忠男記） 
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穏やかな日に恵まれた観察会となりました。参加者１4名で市民の森をスタートです。 

歩き始めてすぐに、ケヤキの枝で何かをついばんでいるシジュウカラの雌を見つけまし

た。雌は雄に比べ、胸の黒い線（俗にネクタイと呼びます）が細いのが特徴です。また、幼

鳥ではネクタイがなく、蝶ネクタイのような黒い斑があるだけです。 

 その先で、やや大きい鳥が地面を歩いていました。シロハラです。こちらを意識してか数

歩進んでは立ち留まることを繰り返し、植込の陰に隠れました。どこかな、と姿を探している

と「チャチャチャッ・・・」という大きな声を出し地面低く飛び出し目の前を横切って行きまし

た。 

 市民の森出口でモズに出会いました。横枝で尾を振り地面を見つめ、サーッと下りて、また枝に戻りました。モズは肉

食なので、冬は生き餌を探すのは大変だと思いますよ。 

芝川に出ました。以前はヨシ原でしたが今は枯れたオオブタク

サが林立しています。1年で高さが３ｍ以上になるのは驚きです。 

神明下橋を歩いていると、下から「ジャッ、ジャッ」という声が聞

こえてきました。目を凝らすと草むらの中を動いている鳥が見えま

す。 ウグイスです。この時期は、お馴染みの「ホーホケキョ」の囀

りではなく、もっぱら、「ジャッ、ジャッ」という地鳴き(笹鳴き)の声な

のです。 

鷲山橋下流の工事もだいぶ進みました。4月からは土手を歩け

るようになるでしょう。 

石橋からは車が通らない土手歩きです。水面にヒドリガモがたくさんいました。少し離れ 

て、ハシビロガモの雄が 1羽、おなじみのオオバンやコガモ、そしてヨシの根元にはクイナの姿も見えました。 

第三公園のみぬまの沼にはダイサギが休んでいました。8羽数えたところで、どこからか飛んできた数羽が加わり、さ

らに次々に飛んで来て何と全部で 21羽になりました。ここでこんなに多くのダイサギを見たのは初めてです。 

よく見ると大きさの違うダイサギがいます。実は、ダイサギには 2亜種があり、主に夏鳥として飛来・繁殖し、一部越冬

する小柄な亜種チュウダイサギと、冬に大陸から飛来する大きな亜種ダイサギです。 

アオサギと大きさを比較すると、 

チュウダイサギ＜アオサギ＜ダイサギですね。 

2種の違いは大きさだけでなく、足の付け根の色が異なります。 

 

 

 

 

 

チ

チュウダイサギは黒色ですが、ダイサギは肉色なのです。 

今度ダイサギを見る機会があったときは、注目してみませんか？ 

観察できた鳥（32種） アオサギ、アオジ、ウグイス、エナガ、オオバン、オナガ，カイツブリ、カルガモ、カワウ、カワセミ、

カワラヒワ、キジバト、クイナ、コガモ、コゲラ、シジュウカラ、ジョウビタキ、シロハラ、スズメ、ダイサギ、ツグミ、ハクセキレイ、

ハシビロガモ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、バン、ヒドリガモ、ヒヨドリ、ホオジロ、ムクドリ、メジロ、モズ 

 

2/5 見沼塾「芝川の野鳥観察」    小峯  昇 
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里芋の収穫体験 

                            デイセンターかりん 丸中 

今年もやってきました、里芋掘り！！ 

今回も、とにかく土いじりが好き！なんでも引き抜くことが好き！お手伝い大好き！ 

なメンバーと一緒にやって参りました！ 

ジャガイモ掘りと合わせて、今回で 6回目となる里芋掘り。最初の頃はスタッフ初めてで、 

持ち物なども何を持って行けばいいのやらでしたが、やはり回数を重ねると慣れてくるものですね～ 

今まで毎回天気に恵まれ、なんでも掘り日よりです。 

 

         

 

         

 

みんな働きものですね～感心してしまいます。みんなと汗を流して一つの作業を行うこと、 

そして、太陽の下でいつもとは違う一体感が生れます。 

かりんに通っているメンバーは自宅に持ち帰り、それぞれの家庭の味で堪能したようです。 

毎年、素敵な時間を過ごさせて頂き、見沼たんぼくらぶの皆様にはいつも感謝しています。 

街中では味わえない、大人になったらなかなか体験等に参加しないまま過ごしてしまうことが多い日々。ホ

ントに晴天の中で、安らぎを覚える日でした。 

何より、かりんのメンバーの働きぶりに、感動です！ 
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芝川低地の水環境調査 

 最近の調査実施日は 2 月 13 日（月）でしたが、雨天のため後日に延期されました。雨天の水質地測定は中

止となります。雨天は通常時の水質が変化させる要因になりうるからです。 

 現在、当会での本調査は隔月（偶数月）の第 2 月曜日となっています。担当者は集合時間 10 時までに担当

の調査採水地点で採水して、その地区の植物・鳥類・昆虫などの生き物を含めた環境状況を把握するとともに、

水質測定場所の大和田緑地公園野外デスクまでの途中の環境状況をも含めた観察したうえで集合します。これ

らの事項を水質測定完了した段階でその結果の読み合わせの後で、その観察結果を報告しあいます。調査員 5

名で実施しています。この調査については会報に報告されます。 

 まず、現在の採水箇所ですが、見沼代用水西縁（①大宮第二公園南側の万葉親水公園）の 1 箇所と芝川左岸

周辺地区（芝川左岸上流より ②鷲山橋北湧水路・③芝川石橋南家庭用雑排水・④芝川石橋下本流・⑤第七調

節池東岸・⑥大和田緑地公園南側谷地下池）の 5 箇所と合わせて６箇所となります。 

 水質は簡易分析手法の「パックテスト」による測定です。なお、ＰＨ以外の測定単位はｐｐｍ表示です。ｐ

ｐｍ（perts per million）は百万分を 1 の表示する単位ですから、１リットル（ℓ）当たり 1 ミリグラム（ｍｇ）

の含有量を表します。           

 水質測定関連項目では、天候（前日・本日）・採水時刻・同時刻の気温、水温・水質（ＰＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・

NO₂・ＮＨ₄・ＰＯ₄）であります。測定対象の項目も一応説明すると、 

ＰＨ（水素イオン濃度指数）：0～14 の数値で表示し、７：中性。７超：アルカリ性、数値が上昇する 

に従い強度を増します。７未満：酸性、数値は低下するに従い強度を増します。 

 ＤＯ（溶存酸素）：水中の酸素の量。アユ・サケで 5ｐｐｍ以上の所で、2ｐｐｍ以下では魚は住めない 

 とのことです。 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）：水の汚れを示す代表的な指標。水中で酸素の消費量の値が高い数値なる 

 と有機質が多いことを表し水が汚染されています。他にＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）もあります。 

 ＮＨ₂（亜硝酸）・NH₄（アンモニウム）：有機物汚染を示し、数値が高いと汚染が酷いことを示します。 

 ＰＯ₄（燐酸）：植物プランクトンや藻類は燐酸を栄養源とするため、自然状態では水中には僅かしか存 

 在しません。0.5ｐｐｍ以上の数値は合成洗剤や農薬の流入とする指摘もあります。 

 以上の項目では、調査対象地では、ＰＨは、中性の地域もありアルカリ性や酸性の場合でも弱性の場合 

が多いことが判っています。ＤＯについては値が高い方が水中に酸素の溶解が多いことで魚の住み易い 

環境です。家庭排水が５以下の場合もありますが、それ以外は 5 以上の場合が通常であります。 

ＣＯＤは以前家庭排水が高い値が出ていたこともありますが、最近は排水施設の導入がなされて改善 

された値が出るようです。NO₂・NH₄の窒素化合物は家庭排水では他地区に比較して高めな数値ですが、 

その他の地区では測定 0 又は、低位に留まることが多いです。ＰＯ₄も家庭排水以外の地域では 0 値又は低水

準です。家庭排水が高いのは洗濯・台所排水の影響でしょう。 

 開花中の植物などの観察では、令和 4 年 12 月の報告がありますが、草本類（開花・果実）9 種・ 

木本類（開花・果実）9 種・鳥類 7 種が観察されています。2 年前の 12 月調査では開花中の草本類のみ 

ですが 4 種の報告でした。やはり、観察記録の範囲を広げたことより環境状況をより具体的に把握が出 

来ているように思います。    （若野忠男記） 
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見沼たんぼの仲間たち 

 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

【氷川の杜文化館の竹林】 竹林と木の香漂う建物 

当館は伝統文化の活動の拠点となる文化交流施設。三

の鳥居の手前右側に在り、近づくと竹林が目に飛び込

む。竹林の織り成す景観は日本の風土を象徴する一つで

あり、風が抜けるざわめきは心地よく響き風情を感じさ

せます。能楽や日本舞踊、三曲、茶道、華道などの練習

の場があり、伝統文化を親しむ講座や水彩画や写真など

美術品の展示も行っています。 

 

  

  

 

 

作者：仙洞田恵美子 

題名：「見沼代用水西縁の桜並木」 

左に浦和西高、右には芝川が流れ、晴れると富士山

も望めます。30 年以上の古木は四季折々の景色を楽

しませてくれます。また、この一帯には家庭菜園が

広がり、ランニングやバードウォッチングなどの憩

いの場であり、私の毎日の散歩道でもあります。 

 

【芝川の春】江戸時代に生まれた芝川 

菜の花の咲く芝川。芝川は桶川周辺の大宮大地を水源

とし足立区の芝川水門を経て荒川に合流する一級河川。

芝川誕生までの歴史を江戸時代に遡ってみます。利根川

と荒川のたびたびの氾濫・農業用水確保の見沼溜井・新

田開発に向けた見沼代用水。そして、用排水の分離でつ

くられた排水路が「芝川」です。歴史を辿ると芝川へが

感慨も新たになります。右図は下流から松山橋を望む。 

 

 

【西福寺の山門】明治時代は教育の場としても 

当寺は、大谷の台地上の東端に位置し、南・東・北側

は加田屋新田から続く低地が入り組んでいる。寺の北側

にはかつて船着き場があったという（現在のホタルの里

付近）。開創年代は不明であるが資料に天文12年（1543）

の記述がある。本尊は薬師如来を安置し、境内には鎮守

堂、六地地蔵、聖観世音像などを祀る。明治 15 年から

同 19 年には大谷学校が開かれ学校教育が行われた。 
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見沼たんぼくらぶの仲間たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「楽しく」を合言葉にこれからも元気に活動して行きたいと思っていますので、ぜひ一度参加して頂

ければ幸いです。 

 

 

楽しく食育クラブ   代表 小阪玉江 

 

楽しく食育クラブは、今から 20 年以上前に小学生を対象にした食育料理教室として管理栄養士を中

心に先輩たちが立ち上げたボランティア団体です。 

 私が代表を引き継いでからは西区の植水公民館に加え大宮区の三橋公民館と２か所で活動を実施し

ています。子どもの頃から食事・栄養・食品・郷土料理・感謝の心などを学び、食に興味を持つ事で

将来の生活習慣病の予防や健康について考えられると思っています。そんな中、核家族や共働きなど

で子ども達に孤食や欠食が増えています。「自分の健康は自分で守る」をキャッチフレーズに、ボラ

ンティアのおばあちゃん達と食事を作ったり食べたり学んだりすることで世代を超えたコミュニケ 

ーション作りをしています。 

                                                               

また、５年前からはさいたま市の子育て支援政策課の事業で「多世代交流会食会」の補助を受けて三

橋公民館で地域の方や子育て世帯との料理作りと会食の活動を行ってきました。残念ながらコロナ禍

の中ではボランティアの作ったお弁当の配食に切り替えています。 

                                                                 

更には２年前からは西区の青葉園のカフェ・ウイステリアをお借りして同じく「青葉食育多世代交流」

の活動を始めています。これらの活動は「埼玉県子ども食堂ネットワーク」「さいたま市子ども食堂

ネットワーク」に所属して、全国各企業様などからの物資をご支援頂いています。また地元の企業様

では野菜やお豆腐などの生鮮食品も頂き、多数の応援を頂いて皆さんにお配りしています。この活動

は対象者に特定の制限はありませんので子育て世帯ならだれでもご利用頂けます。このスタイルでは

なかなか交流を深める事が難しく、会話や相談事などはほとんどできていませんが、若い世帯の応援

として物資のみならず精神的な支えになれれば、我々ボランティアメンバーの健康とやりがいに繋が

っていけると信じています 
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みぬま田んぼ探訪記  さいたま市消防出初式を見学して 

 

 
 

1 月 8 日（日）、透き通るような青空の下、さいたま市「消防出初式」が 3 年ぶりに有観客によりに開

催された。開催場所は、さいたま市防災センター内の大宮消防署訓練場。隣は合併記念公園である。 

広辞苑によれば出初式は「新年に消防士が初めて出揃って、消防動作の型などを演ずる儀式」とあり、

その起源は、江戸時代の火消しによる出初といわれ万治二年（1659 年）1 月 4 日、江戸の上野東照宮で、

定火消（江戸幕府の職名）によって行われた出初が始まりと伝えられています。 

私は 9 時 40 分、現地に到着。既に会場内は溢れんばかりの人、人。親子連れが多い。芝川の土手の上

も、道路からも見学の人並みが見えます。 

式典プログラムに沿って進められ、午前 10 時に国旗・市旗掲揚、制服姿の清水市長の訓示などから始

まり、訓練・演技を経て、国旗・市旗の降納・閉会宣言の 2 時間。さいたま市の消防関係者の総力を挙げ

た式典です。 

この出初式で多くの感動を届けて頂きました。一つに、消防関係者の規律と統制。整然とした隊列や凛々

しい行動及び眼差しに、その使命に掛ける覚悟をみました。二つ目は、

たゆまぬ訓練に裏付けされた消火・救助活動です。人命・財産を守る

消防士たちの士気の高さと高潔な使命感を改めて強く感じました。圧

巻はヘリコプターから 1 本のロープに緊結された消防士が、防災セン

ターの屋上に降り立ち人命救助するシーン。上空を通過する赤い機体

のヘリコプターから爆音が轟き、高度を下げ、疾風が起きます。降り

立った消防士が人を抱えて上昇するシーンは、まるで大スペクタクル映画を見ているようで誰もが息をの

んで見入っていました。地上では、ビルに見立てた高さ 17 メートルの仮設足場の上段ステージまで梯子

を伸ばして一気に駆け上がり、救助に向かう消防士。避難の遅れた人を発見するドローンも登場。一連の

消防士たちの本番さながらの素早く的確な行動は、日々の涙ぐましい訓練があってこそです。 

一方、隣接する道路では、消防車のファッションショーさながらに消防特殊車両の紹介が始まります。

場内アナウンスにより水槽付消防ポンプ車・はしご車や屈折はしご車・排風機搭載車・電源照明車などの

消防特殊車両が紹介され、スピーカーから流れる消防音楽隊の演奏が、一層、場を盛り上げます。あちこ

ちから親子の会話も聞こえてきました。 

 見どころは、鳶たちの粋な半纏姿による木遣流しやはしご乗り。鳶たちは纏を

先頭に木やり唄を歌いながら登場して、はしご乗りの妙技を披露。江戸時代の町

火消の心意気を今に伝えます。随所で大きな拍手が送られていました。「火事と

喧嘩は江戸の華」といわれた時代の町火消が行う消火活動は、火をつくる場所の

破壊活動が中心で、町火消が屋根に上り纏を空高く掲げるのは、そこが最初に消

火（破壊）に取り掛かる場所（消し口）とのこと。現在のように直接火元に水を

掛けるのは明治になってからとか。そしてフィナーレは、数台の消防車による一

斉放水。隣の公園に向かって水飛沫が空高くあがっていました 

多様化し複雑化する時代に果たす消防の役割とその活動に感謝すると共に、住民の命と財産を守るさい

たま市消防関係者の命懸けの消防力を誇らしく思いました。 

皆様、本当に有難うございました。そしてお疲れさまでした。（落合秀行 記） 
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見沼たんぼくらぶのイベント案内 

 令和 5年度通常総会 

日時：４月８日（土）１０時３０分～ 

会場：さいたま市民会館おおみや６階 

第 8 集会室（大宮門街内）           

ＪＲ京浜東北線大宮駅東口徒歩約 3 分 

    同封の出欠ハガキの返送願います。 

第８８回自然観察ハイキング 

〈令和５年度通常総会後自然観察会〉 

日時：４月８日（土）１３時～１５時３０分 

集合：ＪＲ京浜東北線大宮駅東口（北） 

   （受付：１２時３０分より） 

（参加費：無料）  

観察コース：大宮駅東口（北）―太宰治「人間失

格」執筆跡―氷川神社参道― 

氷川神社―大宮公園 

（公園内観察後「日本庭園にて解

散」） 

見沼ふれあい農園づくり 

《里芋・八つ頭・海老芋・生姜等栽培》 

第 3 号地（緑区南部領辻字三角下） 

参加：会員限定・申込み制・無料 

（福祉施設・保育園に収穫物を寄贈します） 

 

作業日程（雨天順延） 

８時現地集合（７時３０分より受付） 

① 4 月 19 日（水） 親芋・苗の植付け 

② 5 月 17 日（水） 除草など 

③ 6 月 ７日（水） 除草など 

④ 6 月 21 日（水） 除草など 

⑤ 7 月 ５日（水） 除草など 

⑥ ９月 6日（水） 除草など 

晩秋の収穫日は後日決めます。 

参加希望の会員の皆様は右欄下部の発行所宛に 

申込み願います。 

申込者には案内図を郵送します。 

 

 

 

 

 

 

 

 見沼たんぼくらぶの会員募集  

見沼たんぼくらぶの入会をお勧めします！  

見沼たんぼをもっと知りたい 

  見沼田んぼの自然にふれててみたい 

   見沼たんぼでなにかしたい 

    見沼たんぼ保全に協力したい 

  そんな皆様をお待ちしています！ 

◆季刊「みぬま通信」を郵送します。 

4月・7月・10月・1 月発行 

◆埼玉県土地水政策課の支援を基に様々な 

体験事業を展開しています。 

 ◆「見沼ふれあい農園づくり」はスタッフが 

  耕し、種蒔きから始める手作業です。 

 ◆見沼たんぼくらぶの事業にはお子様方の参加

は大歓迎します。 

 〇自然観察ハイキング 

  自然観察指導員のガイドによって見沼たん 

  ぼの自然や史跡を巡りながら大都市近郊に 

  ある貴重な環境の中でゆったりとした機会 

  を体験しては如何でしょうか。 

 〇見沼たんぼの清掃ボランティア 

 〇斜面林の体験学習 

 〇見沼塾－見沼の自然や文化を学ぶ自然観察 

  や講座 
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